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　本市では、人口減少・超高齢社会の到来や環境問題が深刻化する中で、持続可能な都市を実現するため、これまでの自動車利用
を中心とした拡散型の都市から公共交通を活用し都市機能を集約した「コンパクトなまちづくり」が求められています。幸い本市
には、地方都市としては恵まれた鉄軌道があり、この既存ストックを有効に活用して、高齢者を含め誰もが自動車を使わなくても
安心して快適に暮らせるまちづくりを目指すこととしております。今回の富山ライトレール線整備事業は、既存の富山港線を路面
電車化し、身近な公共交通機関として再生を図るものであり、北陸新幹線富山駅の整備や富山駅付近連続立体交差事業の完成後
に、新たな富山ライトレール線が鉄道高架下を通り、駅南の既存の路面電車と接続されれば、鉄軌道の南北軸が構築され、本市の
公共交通ネットワーク形成と中心市街地の活性化に大きな役割を果たすものである。
　○軌道路盤・路床工（制振軌道）W=3.0ｍ　L=1,100m　　　　○停留場２箇所（富山駅北、インテック本社前）
　○融雪装置工（井戸設置３箇所含む）　　　○八田橋上部工　鋼製下路桁橋　L=３３ｍ　W=4.0m

　本事業の完成により、これまでの自動車利用を中心とした都市構造から、公共交通を活用したまちづくりの形成と中心市街地の
活性化に大きく寄与したことが高く評価された。
　また、既存ストックを最大限有効活用して、身近な公共交通機関として再生を図り、環境に配慮した整備を行ったことも高く評価され
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